
会         議        記         録 

会 議 の 名 称 広報広聴特別委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員 三宅、池永 

日 時 平成２３年１２月２７日（火曜日） 
開 議   午前 １０ 時 

閉 議   午前 １０ 時 ４７ 分 

出席委員 ◎木曽 ○苗村 山本 井上 福井 菱田 西村 明田 

事務局出席者  今西局長、藤村次長、阿久根係長、三宅、池永 

傍聴者  市民 －名 報道関係者 －名  
 

会  議  の  概  要 
１ 開   議 

［木曽委員長 あいさつ］ 
  
２ 議   事 

（１）議会だより №１５１号の掲載事項について 
（ア） 文章の確認 
（イ） レイアウト表の確認 
（ウ） 写真の確認（まだのものは次回までに） 

 

 

＜苗村副委員長＞ 

レイアウト表に沿って、文章、レイアウト、写真を確認していく。 

［１ページ］ 

＜苗村副委員長＞ 

トップ写真の雲海は、牛松山から撮った写真ではなく、八木町の紅葉峠から亀岡盆

地を望んだ写真であったがそれでよいか。 

＜井上委員＞ 

 八木町という場所は説明書きしないほうがよい。 

＜全員了＞  

［２ページ］＜全員了＞ 

［３ページ］＜全員了＞ 

［４ページ、文章①②③］＜全員了＞ 

＜井上委員＞ 

 文章③産業建設常任委員会の請願審査は、この内容のまま掲載できるのか。 

＜事務局＞ 

 内藤印刷と打ち合わせしたときには、この内容のまま掲載できるとのことであった

ので、ゲラ版の段階で確認願いたい。＜全員了＞ 

［５ページ、文章④］＜全員了＞ 

＜苗村副委員長＞ 

調査特別委員会の内容をどのように掲載すべきか。これまでの経過を報告する内容

になるかと思うが、調査特別委員会で掲載内容を協議する必要があるのでは。 

＜福井委員＞ 



 議会だよりの発行時期を考慮し、いつ時点の内容か注釈を入れていただきたい。 

＜木曽委員長＞ 

 時間的な問題もある。調査特別委員長に一任いただき確認する方向で進めてはどう

か。＜全員了＞ 

［６～１０ページ、文章⑤⑥⑦］＜全員了＞ 

＜井上委員＞ 

 個人質問のかめまるイラストの掲載について、観光大使のタスキを加工する旨、商

工会議所には許可を得ている。 

［１１ページ、文章⑧⑨⑩⑪⑫］ 

＜苗村副委員長＞ 

 文章⑧（議員研修公開）については、福井委員に執筆いただいたが、執筆委員の氏

名を掲載することでよいか。＜全員了＞ 

＜福井委員＞ 

 文章⑩（議会報告会）の参加者との意見交換で、議員定数の削減はどうかという問

いに対して、ストレートに答えていない。削減に対しての答えを書くべきでは。 

＜井上委員＞ 

 議員定数の削減に対して消極的な受け止めとなってしまう。意見交換の掲載内容に

ついては議論できていない。他の項目がよいのでは。 

＜苗村副委員長＞ 

 案として２項目抽出したもので、掲載項目を含めて議論したい。議員定数削減につ

いての意見交換としては、この内容のとおりである。 

＜木曽委員長＞ 

 問いの書き方で大きく変わるところである。「定数削減の議論はあったのか」とい

う問いかけであったと思うが、音声データにより精査する。 

＜菱田委員＞ 

 議会としての考え方を回答している部分であり、取り上げる項目としてはよいもの。

ただし削減の議論から逃げているわけではなく、削減ありきの議論だけではなく、

議員の活動を伝えきれていない点を改め、そのうえで評価すべきことを掲載すべき

である。 

＜苗村副委員長＞ 

 まずこの議員定数削減についての意見交換を掲載すべきかを決したい。 

＜井上委員＞ 

 定数削減については、もう少し議論が進んでから掲載すべき。 

＜木曽委員長＞ 

 定数削減の議論はあったのかということに対し、議会としては、このように考えて

いると回答した内容であり、この文章のとおりである。 

＜福井委員＞ 

 議論の内容に異議はないが、問いと答えは合っていない。掲載するならばわかりや

すく加筆するか、掲載しないかどちらかになる。 

＜木曽委員長＞ 

 例えば、市民は議員定数１０人でよいと思っていても議会はそのように思っていな

い。市民が考えていることと議会が判断したことにはギャップがある。よってこの

ような回答となっているが、議員定数の問題は市民の関心が高く、議員サイドの考

え方を正確に伝えるべき。 

＜苗村副委員長＞ 



 当日の意見交換の内容を忠実に掲載すべきと考える。定数削減の議論はあったのか

という問答について、精査して表現を改める。 

＜全員了＞ 

＜苗村副委員長＞ 

 文章⑪（ペットボトルキャップ回収）については、まだ実施されていないため、次

回の委員会までに調整していきたい。 

＜事務局＞ 

 現在、教育委員会を通じてキャップ受け入れ先の中学校を調整中であるが、年明け

以降になる見通しである。 

［１２ページ、文章⑬⑭］ 

＜木曽委員長＞ 

 編集後記の他にも、委員が担当して執筆した部分については、広報広聴の編集委員

としての肩書と氏名を付すようにしていったほうがよい。今後も順に担当を回して

いくこととなる。＜全員了＞ 

～１０：４０ 

 

（２）議会報告会（２月１０日開催）について 
 

＜菱田委員＞ 

 各会場責任者には、より良い議会報告会ができるようにお願いする。今回設置され

た特別委員会は特に注目される部分なので、それまでの議論をうまくまとめ、発表

できるように委員会の中で整理いただきたい。 
＜木曽委員長＞ 
 井上委員作成のチラシ案の回覧を。 
－チラシ案回覧－ 
＜井上委員＞ 
 １ヵ所訂正がある。「宮前公民館」ではなく「宮川公民館」である。 
＜明田委員＞ 
 会場責任者がチラシを持参するのか。 
＜木曽委員長＞ 
 会場責任者がそれぞれの自治会に持参する。亀岡中部自治会も下矢田以外は持参す

る。チラシはその内容で良いか。 
－了承－ 
＜木曽委員長＞ 
 この内容で印刷する。会場責任者は１月１０日から１３日頃、回覧に間に合うよう

に持参を。下矢田の分は自治防災課に依頼する。 
  

３ その他 

 

＜事務局＞ 
 だよりは本日議論いただいた内容で印刷業者に依頼するが、原稿全般を通じて事務

局のチェックがまだである。一般質問の字句のチェックを含めて依頼するので、１

６日の委員会でゲラ版の確認をする際は、その点を含めて確認いただきたい。 
＜木曽委員長＞ 
 １６日に最終チェックを行う。それぞれ一般質問や執筆した部分をチェックし、最



終１６日にできあがるようにお願いする。 
 

散会 ～１０：４７ 

 


